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彩の国プラチナ混声合唱団 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

2024年3月5日 
 

 
3月4日(月)、彩の国プラチナ混声合唱団の3回目の練習が東大宮コミュニティセンターホールで行われま

した。今回取り組んでいる曲は、林望作詩／上田真樹作曲＜混声合唱とピアノのための組曲『鎮魂の賦』＞

より、終曲の｢春の日｣です。この曲は「死を悼むレクィエムではなく、温かい気持ちで死者の魂と心を通わせ

られるようなレクィエム」 として無宗教のレクィエムという位置づけです。121小節あります。 
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公式サイト click 

ピアノが a piacere(喜び)で静かに印象的に早春の幸福な雰囲気を紡ぎながら曲がはじまります。 

 

雪が融ける 

水が流れる 

山々は霞み 

雲は棚引く 

鳥は萌木に 

花はつぼむ 

   … 

 

春の訪れを感じさせる静謐さ、とても優しい気持ちになります。 

 

練習はまだ3回目ということもあり、音取りにや

や不安がありますが、まずは通して歌うことがで

きるまでになりました。 

ある実行委員は、｢ただ歌うことから、曲を作り

上げる方向にみんなが集中し始めましたね。｣｢ソ

リも入ったこと、また指揮者の説明から全容が見

えてきて自分たちで考え始めたところでしょう

か｣｢神様の言葉を伝えてるような気になる、マー

ラーのような曲、もっと動かして表情をつけたい

です。いずれにせよ、これからです｣と残り4回の

練習に掛ける意気込みを語っていました。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

   
 彩の国プラチナ混声合唱団TOPへ HOME PAGEへ 

反省会 

http://goldenwave.sakura.ne.jp/
http://rkato.sakura.ne.jp/music/sainokuni_platina_mixed_chorus_top.html
http://www.max.hi-ho.ne.jp/rkato/

